
少
女
像
は
平
和
の
碑

「
少
女
像
」
は
「
私
た
ち
の
よ

う
な
被
害
者
を
二
度
と
つ
く
ら

な
い
で
」
と
い
う
思
い
を
込
め

た
平
和
の
碑
で
す
。

「
少
女
像
撤
去
要
求
」
は
と

ん
で
も
な
い
話
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
や
原
爆
ド
ー
ム
を
「
撤
去
し

ろ
」
と
言
う
国
が
世
界
の
ど
こ

に
あ
り
ま
す
か
！
も
し
広
島
、

長
崎
の
原
爆
資
料
館
を
撤
去
し

ろ
と
言
わ
れ
た
ら
被
爆
者
や
国

民
は
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。

本
来
、
政
府
自
ら
が
反
省
と

謝
罪
を
込
め
て
平
和
の
碑
を
国

内
外
に
（
被
害
は
ア
ジ
ア
全
域
）

建
立
す
べ
き
話
で
す
。

本
末
転
倒
の
安
倍
政
権
の
態

度
は
日
本
の
恥
で
す
！

南
労
会
支
部

Ｏ

第２６７号 ２０１７年２月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( ４ )

ソ
ウ
ル
日
本
大
使
館
前
平
和
の
碑

碑
文

一
九
九
二
年
一
月
八
日
、
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
問
題
解
決
の
た
め
の
水

曜
デ
モ
が
、
こ
こ
日
本
大
使
館
前
で

始
ま
っ
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
一

四
日
、
一
〇
〇
〇
回
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
そ
の
崇
高
な
精
神
と
歴
史
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
こ
に
平
和
の
碑

を
建
立
す
る
。

ハ
ル
モ
ニ
の
姿
の
影

慰
安
所
に
連
れ
て
い
か
れ
た
少
女
の

時
か
ら
ハ
ル
モ
ニ
に
な
る
ま
で
、
解
放

を
待
ち
続
け
て
い
る
被
害
者
の
姿
。

少
女
像

髪

髪
は
ギ
ザ
ギ
サ
に
短
く
切
ら
れ
、

両
親
や
故
郷
か
ら
無
理
や
り
引
き

離
さ
れ
ま
し
た
。

肩
の
小
鳥

亡
く
な
っ
た
被
害
者
と
私
た
ち
を

繋
ぐ
小
鳥
は
平
和
の
象
徴
と
し
て
、

亡
く
な
っ
た
被
害
者
を
追
悼
し
ま
す
。

手解
決
を
願
っ
て
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め

ま
し
た
。

足す
り
き
れ
た
裸
足
は
険
し
か
っ
た
人

生
を
表
し
、
少
し
浮
い
た
踵
は
少
女

た
ち
の
不
自
由
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

椅
子

被
害
者
の
席
：
亡
く
な
っ
た
多
く
の

被
害
者
が
こ
こ
に
座
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
席
：
被
害
者
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
代
わ
り
に
な
っ
て
声
を
出

し
て
、
被
害
者
た
ち
が
望
ん
で
い
た

社
会
を
創
り
出
す
連
帯
の
椅
子
で

す
。

（日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題

解
決
全
国
行
動
リ
ー
フ
よ
り
引
用
）

↓

「日韓合意」は被害者不在、「解決」ではない！
当事者の被害者に一言の相談もなくかってに「合意」。国としての法的責任を
認めず、加害事実の認定もせず、被害者に会いに行き（真珠湾にはいけるの

に？）直接謝罪することもせず、二度とくり返さないための教育や、記憶し子々

孫々に伝えるための政策にも触れていません。

真の解決は法的責任を認め、直接、被害者に謝罪・賠償するところから！


